
2002 
No.542号

広

幸E

西
田
洋

4

司
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選
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長
浜
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長
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六
月
九
日
、
任
期
満
了
に

伴
う
長
浜
町
長
選
挙
の
投
票

が
町
内
十
四
か
所
の
投
票
所

で
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、
現
職
の
西
田
洋

一
氏

(
四
七
・
下
須
戒
)
が
三
、

八
二
O
票
を
獲
得
し
て
再
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

一
西
田
町
長
略
歴
一

二
回
連
続
当
選
(
通
算
三
回

目
)、
元
会
社
社
長
、
慶
麿

義
塾
大
学
卒
、
下
須
戒

当選証書の阿与

職員から花束を受ける西田町長

町
政
の
再
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

ご
あ
い
さ
つ

長
浜
町
長

新
た
な
任
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
さ
ま
に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
市
町
村
合
併
問

題
、
山
鳥
坂
ダ
ム
問
題
等
、
長
浜
町

の
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
住
民
の

審
判
を
仰
ぐ
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

私
は
、
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
き

ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
頂

き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、

大
洲
市
お
よ
び
喜
多
郡
を
中
心
と
し

た
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
、
長
浜
の

将
来
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
す

る
た
め
に
計
画
を
立
て
る
こ
と
、
な

ら
び
に
新
し
い
行
政
の
仕
組
み
を
考

え
る
必
要
性
を
主
張
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
基
本
に
議
会
と
協
議
を
重

ね
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
山
鳥
坂
ダ
ム
問
題
に
つ
き

ま
し
て
は
、
百
年
に
一
回
の
降
雨
に

よ
っ
て
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
洪
水
に

耐
え
う
る
治
水
対
策
を
す
る
た
め
に

は
新
た
な
ダ
ム
が
必
要
と
し
た
上
で
、

環
境
に
配
慮
し
た
計
画
を
園
、
県
に

西

田

洋

要
望
し
、
自
治
体
と
住
民
が

一
体
と

な
り
清
流
肱
川
を
取
り
戻
す
必
要
性

を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。
治
水
や
環

境
面
で
の
肱
川
が
抱
え
る
課
題
を
解

消
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
ハ

l
ド
か
ら
ソ
フ
ト

へ
の
移
行
を
視
野
に
入
れ
た
心
の
通

う
福
祉
行
政
の
構
築
、
ま
た
中
学
校

で
の
自
校
式
に
よ
る
完
全
給
食
の
実

施
に
向
け
た
施
設
整
備
へ
の
着
手
な

ど
、
鋭
意
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
職
員

と
と
も
に
知
恵
を
出
し
、
汗
を
か
き

な
が
ら
そ
の
責
務
を
果
た
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
町
政
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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任
期
満
了
に
伴
う
今
回
の
長
浜
町
長

選
挙
は
、
六
月
四
日
に
告
示
、
九
日
に

投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
午
後
八
時
五
十

分
か
ら
町
体
育
館
で
開
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。当

日
有
権
者
数
は
七
、
七
七
一
人

(
前
回
平
成
十
年
八
、
ム
八
七
人
)
で
、

投
票
者
数
六
、
六
O
一
人
、
投
票
率
は

八
四
・
九
四
%
(
前
回
八
0
・
四
七
%
)

で
し
た
。

西
田
氏
は
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
一

期
町
長
を
務
め
て
お
り
、
連
続
二
回
目
、

通
算
で
一
一
一
回
目
の
町
政
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

画|

盟3

投
票 区

第 1 投票区
長浜田体育舘

第 2 投票区
長浜町ふれあい会館

ま交

第 3 投票区
長浜町しおさい館

第斗 投 票
晴海集会

第 5 投票区
櫛生小学校体育館

第 6 投
須 j尺公

区
所

区
館

言十

室主

民

第
止也
到Fご

ム口

隣

組

相

談

所

長

2 

査
委
曙

凹
月
一
日
付
け
で
、
長
浜
町
防
犯
協
会
長
及
び
大
洲
警
察
署
長
か
ら
、
次
の
十

七
人
の
方
々
に
長
浜
町
防
犯
相
談
所
長
と
し
て
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
相
談
所
長
の
任
務
は
、
犯
罪
、
事
故
、
災
害
等
の
な
い
明
る
く
住
み
良
い

地
域
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
の
収
集
を
行
い
、
防

犯
協
会
=
警
察
署
・
交
番
へ
連
絡
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
に
発
生
し
て
い
る
事
故
・
暴
走
行
為
・
災
害
危
険
箇
所
等
の
情

報
を
担
当
区
の
防
犯
相
談
所
長
さ
ん
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

防
犯
相
談
所
長
一
覧
表
(
証
期
ニ
年
間
園
敬
称
略
)

地区名 氏 名 m 当 区

l長浜地区 奥野彰一 1 区~3区
ト一一

// 藤津豊彦 4 区~9 区

// 松岡昭夫 10区~18区 44区

// 金 j宰哲彦 19区~22区・ 45区
トー

// 水口時夫 23区~33区

// 牒測季志叔 34区~39区. 46区 47区
黒田地区 小西善幸 48区~50区画 67区

l一H今中一坊浦地区
木之本安正 51 区~57区・ 152区

地区 宮田猛義 58区~66区

l 櫛生地区 大冗宗一 68区~84区

須沢地区 加納勝利 85区.86区
出海地区 畑中和夫 87区~93区

下須戒地区 中川 郎 94区~106区 138区 153区

豊茂地区 飛田盛茂 107区~119区

白滝地区 熊野 5皇 120区~129区

戒川地区 山本久雄 130区~137区

柴地区 吉本武夫 139区~151 区
.-6、

計 1 7人口



'l~J---ナト 11誌で市

この時期は、結婚し、子どもが生まれ、『お父さんjrお母さんJとしての役割が始まる時期で

す。新しい家肢が誕生する、とてもうれしい時期でもあります、

今回はた耳目長期のお父古んの役割jにつし1てみてみましょう i

ゥたはじめての姪糠iまドキドキ
ムー性にとって、これほど希望と不安に満ちた体験はありません。夫の理解と協力があればこ

そ、妻はゆとりをもって過ご寸ことができま寸。

大つわゆってしんどし1
吐き気がする、食欲がなくなる、食べ物のにおいで、気分が悪くなるなど、症状や程度は十人

十色です。
妻が食事の支度がつらいときには、多少の手抜きもん日にみてあげてくださいね。

大1闇く妊鯖さんは大変
証古~8 かけくらいまでは、無理なく仕事を続けても構いませんが、妻が職場に妊娠の報告を
しているか確認してあげてくださ \..~o
妻の体調に合わせて、事業者に勤務時間や内存を見直してもらう制度もあります。(母子健

康管理指導事項連絡カードn11J)主)

大重はとんなに重くなる
妻の体重は、 11¥産の直前までに 7kg~ lOkg増加します。お腹がだんだんと大きくなるため、

今までの生活とまったく同じようにはいきません。

-高いところの荷物をとる

-重いものを逼ぷ(ふとんの上げ下ろし、ご
みJ舎てなど)

-ヰI腰が続くような家事(お風円の持除など)

長浜簡保健ンターは、

みなさんの育児を応彊していま90

('852-3055 ~割2095) 門

じご相談くださいo 内

3 

誠意策立 苦言青山
赤ちゃんを産むのはお旬:さんの仕事です

?が、おうとさんにできることも、たくさんあ

りそろですc

お母さんといっしょに、赤ちゃんを迎え

る準備を始め、『父親Jとしての自覚を少

しずつ育てていきましょう!

妊娠から、出産に至る日々は、 I2人の

関係Jを見つめi直す道のりでもあります。

おえきん!お母きん 1お互いに、しっか

りとコミュニケーションをほかつてくださ

いね。

「育児Jは『育自Jでもありますc

赤ちゃんがスクスクと成長するのと同時

に、『お父さんJrお母さん』もグット成長

しましょう!我が了一の成長に喜びを感じな

がら、楽しく子育てに取り組みたいもので

す。



偽記留亘書凪長島組細川圏
~保険料免i強制度を制覇しましょう~

ドl民年金は、 201衣から60歳になるまで保険料を納めることになっていますが、 40年の川]には

納めることが非常に困難な時期があるかもしれません。

そんな場合、回民年金には、申請し 承認されれば保険料の免除を受けられる制度を設けてい

ます。保険料を納めることが困難な方は、社会保院事務所または役場の国民年金担当窓口 にご

十日言炎くだ、さし迫。

?事ことが圏保険事?を納め

免除制度には次の3つがあ
⑦法定免除

[)rt=害基礎年金を受けていたり、

をすることで免除されます。

②金額免除 ③半額免除(平戚14年 4月か5)

低所得などを四自に保険料を納付するのが困難な場合等、申請者の世帯の前年分戸別手等

により審査をし、全額免除または半額免除を承認決定します。

全額免除は、より所得の11品、方 が受けられ、全額免除になる方も希摂すれば半額免除が

受けられま寸「

眉出

ます。

生活保護法による生活扶助を受けている場合には、

半額免除

該当崩間の半額の保険料 l 

l保険料の半額のみが免除となるので、J
後の半額を納めてはじめて受給資格i
期間となります。

※納めない場合は宋納期間となりま i

すので、注意してください。 I

|一言語言語するときは J 納而こ場面必哩望 図面目雪色分の2で計算 l 

なお、免除は申訪をした日の前月から翌年の 6月 ま で が 承 認 さ れ る 期 間 と な り ま す の で 、

1年 間の 申請免除を希望される方は、毎年 8月末までに申請の丁続きを役場の国民年金窓口

で行ってください。

また、引き続き免除を希望される方も|叶様に 8月末までにわってくだ、さい。

年金についてのお問い合わせは、役場住民謡祉課(宮52-1111.幅2062)までお闇い合わせください。

全額免除

帯当期闘の保険料

すまりよ『吋，，一」
同
訓
4
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道
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法
悲
し
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ド高1手喜

重型
亙十
l旦

に
基
づ
く
耐
用
年
数
(
八
年
間
)
を
日
途

に
交
披
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
止
水

栓
や
屋
内
配
管
、
蛇
ー
な
ど
の
器
具
が

漏
水
し
た
り
故
障
し
た
場
合
は
、
個
人

負
担
に
よ
り
修
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
い

漏
水
し
て
い
る
と
、
余
分
な
水
症
料

金
が
訪
れ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
時
々
は
、
本
周
り
の
点
検
を

L
て、

呉
市
が
あ
れ
ば
早
め
に
修
躍
す
る
よ
う

に
し
ま

L
ょ
う
。

よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
を
叫
供
す

る
た
め
、
水
道
の
施
設
を
管
理
す
る
の

は
生
市
環
境
課
の
仕
事
で
す
c

地
下
水

な
ど
を
汲
み
上
げ
て
櫨
過
し
、
塩
主
に

よ
る
殺
簡
を
行
っ
て
か
ら
皆
様
の
家
庭

に
給
水
す
る
ま
で
責
任
を
持
っ
て
管
理

し
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
生
活
環
境
問
で
管
理
し

て
い
る
の
は
量
水
器
(
水
道
メ
ー
タ
ー
)

ま
で
の
公
道
部
分
で
す
へ
メ
ー
タ
ー
よ

り
屋
内
部
分
の
配
智
や
、
水
栓
な
ど
の

中
存
立
は
間
人
の
財
産
で
あ
り
、
皆
様
自

身
が
管
理
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の

厳
密
に
は
、
公
道
部
分
以
外
の
引
き
込

み
線
は
水
を
止
め
る
た
め
の
止
水
栓
を

含
め
て
皆
禄
の
責
任
で
適
主
に
管
理
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

量
水
器
(
水
道
メ
ー
タ
ー
)
は
、
長
浜

町
で
水
道
料
金
を
世
収
す
る
た
め
に
設

置
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
計
量
法
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公道との境界から住宅側(下流)は皆さんの責任で…



訓郡明同!伊千円::J711コココ
風 蘭 展

今年も、櫛生の松本賢二さん

が丹 誠込 めて 育てられた約30点

の長しい風蘭が展示されます。

ぜひご鑑賞ください。

[期間] 7 月 10 同 ~24 白(月曜

日目祝日体鰭:午前 9時~午笹

511寺)

議

I場所]大山|同工会館 [お聞い合わせ1大洲税務署

I内容} 税令 に関 する こと 全総 務課 (宮24-3115) まで‘。

河支

今年も!盛大に開催されます。ご家族おそろいでぜひご来場くだ

【場所}ふれあい会館ギャラリー さし~

長浜今ff写真展

毎回 ご好 評をいただいている

今昔写真民。今回は、昭和初期

から現荘までの長浜の町並みや

風呆等、約100点を 展 示 し ま す

皆さんの記憶を くす ぐる 1枚

の 写真仁巡り会えるかも知れま

せん。ぜひご鑑賞ください。

E期間 ] 8 月 6 日 ~18 日(月曜

日休 館:午前 9時~午後 5時)

E場 所1ふれあい会館ギャラリー

ゑ大灘保健買奇からの
基 お知らせ

女性の健 康相談

[B a寺] 7 J J 18日 (オミ) 午f灸4
日寺~. 5 日寺

[:1表r月庁1ノくが十11呆f建ji)千

思春期保健相談

い 11寺] 7月25日(木)午後 1

時~!j 時

{場所]大洲保健所

※上記、ともに要電話予約。無

手斗。

[お問い合わせ a 予約先]大洲

保健所(告 24-3165)まで。

5-

主立内 (予定)

| ふれあい会舘 I 9:30~ 
|田T民の広場等 13:00~ 15:00 
1 T民の広場 I 13:00~ 15:00 
i 町民の示場寸1830Z21:而|

長浜大橋上

町民の広場

町民の広場

長浜大橋上流

一
揮栂蹟蹄脇Lモ習嵐摘器伊γ押:::::開干問吋明可可鴨唱寄詩漏t宮櫛釘弓噌r訂鴇:定主繍預臨盃駒窓午訣園t中目?脱P

露著求ぞ羅著の童昔fEさ?ん̂'¥ 

選 ヌ七j}TI{O 喜多品銀座合財政離反官接会のご案内

大洲l缶工会議所で、は、令業と求職者のf王子さんが 堂仁会して向

由に而接をしていただく「人川1.喜多地lベ合同就職面接会」を開

イ催します。

お気軽にご参加くだ、さい。

【日wn 7 月 10 日(水)午後 2 同 ~4 時

{場所}大洲市総合福祉センター

I対象者】新卒、一般、臨時、パ←ト({I三輪・性別は問いません。)

{持参するもの]履歴書・ ~~U記汀j具

iその他]企業の採用担当者から事業所の求人内科について聞く

こ と が できます。複数の面接を希望される方は、履歴書のコピー

が必要となります。

〔お問い合わせ〕大洲商工会議所(告24-4111)まで。

新刊精報です ~長浜町立図書館~

書名 著 者

。すぐに役 Jつ、マナー事典

岩下宣子

O選び万・使い方がよくわかるノ/'¥ソコンj両辺機待

中 山 洋 一

Oお金とモノから解放されるイギリスの知忠

井形慶子

。天空への回廊

笹 本 稜 平

。さくらえび

さくらももこ 番





.
先
日
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
で
、

一
結
婚
差
別
に
つ
い
て
学
宵
し
ま
し
た
。

↑
そ
の
と
き
に
位
っ
た
資
料
の
中
に
、

一
「
人
は
遠
く
の
こ
と
に
対
し
て
は
美

一
し
く
生
き
ら
れ
る
」
と
い
、
っ
一
一
一
日
来
が

一
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
の
意
味

一
を
考
え
て
み
る
と
、
人
は
白
分
に
夜

一
接
関
係
し
で
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

一
は
、
「
差
別
は
よ
く
な
ど
と
か

一
「
主
別
を
な
く
そ
う
」
と
か
簡
単
に

一
三
い
え
る
け
れ
ど
、
自
分
に
も
関
係
し

…
て
く
る
こ
と
に
な
る
と
、
世
間
の
日

一
の
方
が
気
に
な
っ
て
「
差
別
は
よ
く

一
な
い
」
と
は
っ
き
り
一
言
え
る
か
ど
う

一
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
周

一
り
に
流
さ
れ
て
自
分
も
差
別
を
し
て

国
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ

一
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
は

一
こ
の
一
言
葉
が
ま
る
で
自
分
に
一
パ
わ
れ

一
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

一
今
ま
で
に
長
業
で
同
和
問
題
や
人
催
、

一
差
別
仁
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
学
官
し

圃
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
差
別
が

一
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
だ
ん
だ
ん
わ

一
か
つ
て
き
売
し
、
こ
う
い
っ
た
差
別

一
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

一
も
学
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
目

一
の
前
で
差
別
が
起
こ
っ
て
い
た
と
し

一
て
、
そ
れ
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

人
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
c

完
際
、
わ
た
し
が
そ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
つ
な
と
き
、
や
は
り
周
り
の
反
応

の
方
が
気
に
な
っ
て
周
り
の
人
間
の
行

動
に
流
さ
れ
て
行
動
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
小
学
生
の
こ
ろ
の
事
で
す
が
、
み

ん
な
で
遊
ん
で
い
る
時
、
あ
る
一
人
の

子
を
仲
間
は
ず
れ
に
し
よ
う
と
誰
か
が

言
い
出
し
ま
し
町
。

「
そ
ん
な
こ
と
や
め
よ
う
一

私
は
そ
の
一
一
一
百
が
一
日

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
仲

間
は
ず
れ
に
し
て
い

る
の
は
私
一
人
ヒ
干

な
い
、
悪
い
の
は
私

だ
け
じ
ゃ
な
い
と
さ

え
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
号
、
え
る
と
、

ど
う
し
て
あ
の
時
あ

かはをう てよのとん
とずとでしり場後な

E おれっすまもで悔三
ぴにて。う 、 は し と

;えさしもこ周、てを
、 れま しとり差しし

i仲てえ周のめ別まて
l間し lま りほ人をいし
iはま、の う と L まま
ずう白人 7伊 達てすっ

iれ の 分 と怖与し七た
!にでま違かとまし弘
司さはでうっとうか子

!吉三開通 ETE与宅 I Iはんのちょっとの
言主去三f辛 1 

j私 簡 な 矧Jひの行し差 ! 男別乞」
i た単いをと勇動な別 ト一一一一 一一一一一一斗差

出空??与弘之江 2 1 高校 3年生 I ~ 
i前与 JZZV2苦手 ( 13年度人権作文集よりいマ
をはかと勇まにりた や一一一一一一一一一一一一一一す
なな。に気すはまめ理たでしな解がもい題先

いこつを(はせに解とはかいしど大てやめ
すとれなも私んんはしどなしとなん事学人に
た思はがったの。、てんら 」忠けなで習権は

、なるこちちそまいなな高いれもすす問
にまかのとひょしずでにい崇まばの。る堕同

!勇すなでがとって行も頭も忌すいか差こに手fJ

i 気。かほ差りと、動、でのつ。け理別とつ問

持右と対ていそく力、のでと言美 なとな差何に聞を
っさにしいまれ のな勇はに葉し「勇、く別も勇の，，+，，

: ~ これ対てく j はこい気、対はく人気世そをで気目そ l
福岡A~よ~重ふとなしだた。美とこを実し、生はが問うなきがにう!

: 月r:古伊相手ド古だいてろめはし だ と I中!際て自さ遠必のと〈てと小さと j

i 札場~協とよだうにんいけをしのだ分らく要円行すくさらし i
_()J/ア昔、』器 削 可 、 思 う ろ がはとこに表た差けとれのにに動たなくさて i報j て いなう、、うと美し行別のはるこなもすめっしれも i
斗ダUJi京~で ま正が身還にでして動を偽闘」とる負るにてぽる、;
具J話さホ門会日 すし、のく美はくいにな善係とにとけたはしんとそ E

U昔、一/柄、 。い誰周のし なさまはく的のい対忠なめ、まで、れ:
行 υ川、 勇にり干くいミす結すななうしいいのでーいいとが lu y 、 気もの E生2:::} 0 びたこいあて戸よ勇泊主った

!)  をたこにき思え遠つめととのはにう気を可。てん世 l

こ
と
が
怖
く
て
自
分
も
い
じ
め
や
差
別

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
り
し
か
も
、

「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
い
、
つ
こ
と

で
、
だ
ん
ど
ん
罪
悪
感
が
う
す
れ
て
い
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
本
当
に
怖
い
の

は
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
る
こ
と
よ
り

も
、
差
別
や
い
じ
め
に
対
し
て
何
も
疑

問
を
持
た
な
く
な
る
自
分

p

日
身
な
の
で

し
ょ

轟轟轟璽欝

七
月
は

河
川
愛
護

で

前
ら
か
な
水
の
流
れ
と
恵
ま
れ
た

河
川
は
、
地
域
社
会
に
憩
い
と
潤
い

を
与
え
る
と
と
も
に
、
環
境
づ
く
り

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

一
近
年
都
市
化
の
進
展
等
に
よ
り
河
川

空
間
へ
の
住
民
の
劃
特
は
高
ま
る
一

方
で
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
七
月
を

一
「
河
川
安
護
月
間
」
と
定
め
、
河
川

愛
護
の
思
想
を
広
げ
、
河
川
を
常
に

安
全
で
美
し
く
利
用
し
管
理
す
る
気

運
を
高
め
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

運
動
は
、
「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ
、

心
に
ゆ
と
り
」
の
推
進
標
語
を
も
と

に
、
国
土
交
通
省
・
県
・
市
町
村
等

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
愛
護
の
精
神

で
、
河
川
清
担
問
等
に
も
稿
極
的

に
参
加
し
て
み
ん
な
で
河
川
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

間
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声
か
け
て
追
い
か
け
て

ー
レ
ク
バ
レ

1
大
会
1

五
月
十
二
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
第
十
二
川
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
愛

好
者
ら
六
チ
I
ム
が
参
加
し
た
。

選
手
ら
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
に
も
、
ゲ
ー
ム
で
は
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ
ー
を
披
露
。
大
き
な
声
を
か

け
合
い
な
が
ら
一
生
牒
泣
叩
ボ
1
ル
を
追
っ

て
い
た
。

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
優
勝
一
プ
リ
テ
ィ

1
ズ

一
準
優
勝
一
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

一
第
一
二
位
一
す
み
れ

波
を
か
き
分
け
て

i
j
シ
l
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

-m
え
ひ
め
1

はつらつプレーが展開されたレクバレー

五
月
二
十
五
日
j
二
十
六
日
の
二
日

間
、
タ
や
け
こ
や
け
ラ
イ
ン
沿
い
の
伊

予
離
で
、
シ

i
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ェ
ス
夕

日
、
え
ひ
め
が
開
催
さ
れ
た
。

一
一
十
五
日
に
は
、
シ

l
カ
ヤ
ッ
ク
試

乗
会
や
、
シ

1
カ
ヤ
ッ
ク
で
の
日
本
一

国
最
高
齢
者
の
三
浦
寛
氏
(
千
葉
県
在

住
)
に
よ
る
ト
l
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

翌
二
十
六
日
に
は
、
双
海
j
長
浜
間

で
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ

1
ス
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
四
十
三
人

が
、
片
道
約
十
七
キ
ロ
で
の
熱
い
レ
ー

ス
を
展
開
し
た
。

ゴールを目指してパドルをこぐ参加者

今
自
か
ら
体
力
づ
く
り
を

ー
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー

五
月
二
十
六
日
、
第
八
回
長
浜
町
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。

環
境
緑
地
j
嵐
展
望
公
園
聞
を
往
復

(
約
七
・
七
キ
ロ
)
す
る
恒
例
の
さ
わ
や

か
ウ
ォ

l
ク
に
は
二
十
九
人
が
参
加
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
す
が
す

が
し
い
汗
を
流
し
た
。

主
会
場
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
体

力
測
定
や
体
脂
肪
測
定
、
健
康
食
の
展

示
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
松
本
陽
子

先
生
(
え
ひ
め
高
齢
者
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
副
理
事
長
)
に
よ
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
ら
は
、

イ
ス
に
座
っ
た
ま
ま
で
ボ

l
ル
や
ゴ
ム

を
使
っ
た
体
操
に
身
体
を
動
か
し
な
が

ら
、
「
週
に
三
回
以
上
の
通
勤
が
大
切
、

筋
力
ア
ッ
プ
で
イ
キ
イ
キ
と
生
活
し
ま

し
ょ
う
」
と
の
話
に
、
楽
し
そ
う
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

画
圃
圏
直

H

白
滝
俳
句
会
日

講演を行う松本陽子先生

新
緑
を
く
ぐ
る
カ
ヌ
!
の
列
続
く

谷

本

一

善

岩
を
か
む
し
ぶ
き
荒
ら
し
き
出
水
か
な

願
成
寺
の
ぼ
る

立
夏
な
り
老
さ
わ
や
か
に
ク
ラ
ス
会

一

宮

菊

枝

木
々
芽
吹
く
よ
き
お
姿
の
神
の
山

清

水

禎

子

日
脚
の
び
ま
だ
う
な
り
お
る
草
刈
機

保

裡

子

5人

環境緑地を出発するさわやかウオークの参加者

老
夫
婦
し
て
今
年
も
新
茶
も
み
に
け
り

平

井

松

子

猫
め
が
け
威
嚇
し
て
去
る
燕
か
な

上

田

孝

子

麦
秋
や
日
は
金
色
に
雲
の
裏

都

築

い

ち

子

H
白
滝
小
学
校

H

谷
川
に
点
め
つ
す
る
星
飛
ん
で
い
る

六

年

上

満

麻

未

朝
早
く
ツ
バ
メ
虫
と
り
目
の
前
を

六

年

上

満

克

好

か
が
や
い
て
す
っ
と
消
え
た
よ
流
れ
星

六

年

大

田

雄

斗

川
岸
で
ふ
と
見
上
げ
る
と
天
の
川

六

年

大

野

真

里

奈

産
ま
れ
る
ぞ
雀
の
親
が
そ
わ
そ
わ
と

六

年

尾

上

久

晃

あ
ま
ガ
エ
ル
雨
の
天
気
を
合
唱
で

六

年

清

水

大

樹

風
鈴
の
音
を
聞
く
た
び
ほ
っ
と
す
る

六

年

別

宮

早

紀

か
た
つ
む
り
雨
の
日
目
を
出
す
あ
じ
さ

い

で

し

ハ

年

森

拓

郎

ホ
タ
ル
た
ち
こ
こ
が
住
み
場
だ
よ
っ
て

来

い

六

年

矢

野

将

吾

そ
よ
風
も
風
鈴
聞
き
た
い
暑
い
日
に

六

年

山

本

裕

子

-8-



ー
社
会
福
祉
増
進
の
功
績
R

五
月
二
十
四
川
、
八
幡
浜
市
で
民
児

委
員
・
旧
東
委
員
に
対
す
る
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
白
滝
の
安
川
千
鶴
子
さ

ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
問

主
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
よ
可

与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大

臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

式手 /一土 、、

〈〆持
、山'\(~:;万、~-

j f墨主唱官嘉手守 伊ザーダ‘イ匂ス L 
a 関 s民 揮 対 E極量ポ〉 昌司 ψE ; 

1 笹「畏高水族自富iこ6mのj設本水構出現j j 
j 長j兵高校の「長高水族館」、コーナーが 主lよさ札ました c

~ 7つの水槽をピ}いノタリつなぎ台わそlた全長 6mの本槽で、 と流 i
1 ~-rマ流までの生き物を展示中です。問えば「カワアナコ」って i
i ご存じごすか? 1)1 [に穴子?長細いのつ美味しいの?」 ; 

!前土曜間関水族館へ 1 議 i苧為長!
~ (11 ・ OO~ 15:00-般公開 見f芋妥議議欝 議議議欝鱗

2 自由-入館判斗〉 認識議ぺょ 議議欝 T轍 l 
蕊繁一機諮謹盟理区ドベ浮 翻 E 

j 水族館セミナー ら 繋 ¥ ム 1i 
胃 (15:00~) 埜ム;三三離選;ら f二?
j 講師は、丸井鉄工所のメし升叶l査さん。生き物のマル秘採 j
1集ポイント、 l与作採集器具について等、楽しくてお得な|育?

i i場所]長浜高校水族館 i i報がいっぱいです。

4 Eお問い合わせE長浜高等学校(宮52-1251)まで。 ! 

;惨県総体 曝浜高校運動部 j
iバスケットボール部男子 試合結果報告:J t 

1回戦長浜 54-163 松:11北 2 

2硬式テエス男子
l 1回戦長浜 0-3 惨喜多郡七高校 E 

j瞳 式テニス女子 野球交歓大会 i
4 1回戦長浜 0-3 1回戦 i 
i陸上男子 長浜 10-2 内子!

2 ハンマー投[ず 111立 2回戦 2 
!嘩上女子 長浜 o-9 帝京第i
j 円盤投げ 201立 五高校;
お叩l叩叩吋岬叩叩川崎岬叩甲叩町甲内崎町町"'~lI'J甲叩引l甲叩町町山町甲i内叩明"""111岬'IUW""llIfIJ

ヰ
井
よ
一
畑
一
代
き
ん

ト
¥
統
計
功
労
者
で
表
彰

L
P

丘
月
二
十
九
日
、
船
山
市
で
開
催
さ

れ
た
統
計
協
会
総
会
の
胤
上
、
今
坊
の

井
上
恒
代
さ
ん
は
、
統
計
事
務
お
よ
び

統
計
協
会
事
業
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
金
援
県
統
計
協
会
統
計
功
刀

汗
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

:経輯様車足立替陵情随筆:i
ゅうす{す

謹非雄合ちゃん(指針
仁市「一市報担 田 岡 町 野 吋 平成13年 7月23日生まれ
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2002 7 月 15 日~ 8月14日

建きらしのJクルシダー
日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

17 水 びん・缶収集日

19 金
乳がん・子宮がん検診

大和公民館 13:00-14:00 
有害ごみ収集日

20 土
第 6回 「龍馬探訪の旅J 局知県佐川町 8:00-
長高水族館開館日 長浜高校 11:00-15:00 

21 日 第38田町民体育祭
長浜中学校ほ

8:30-
1J' 

社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 
22 月 大腸がん検診容器配付 白滝公民館 9:00-10:30 

柴公民館 10:50-11 :30 

23 火 不用犬回収日

24 水
ペッ トボトル・発泡スチ口一

ル収集日

26 金 粗大ごみ収集日

30 火 胃がん検診 白滝公民館 7・00-9・00

31 水 胃がん検診 白滝公民館 7:00-9:00 

8/2 金 古紙 ・紙パック収集日

第 6固ながは ま赤橋夏まつ ふれあい会館 9:30-
3 土 り俳句大会

2002ながはま赤橋夏まつり 町民の広場ほか 13:00-

8 木 乳がん・子宮がん検診 櫛生小学校 13:00-14:00 

9 金
社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15:30 
燃やさないごみ収集日

12 月 大腸力fん検診容器配付
保健センター 9:00-10:30 
沖浦公民館 10:30-11:30 

14 水
ペッ トボトル ・発泡スチ口一

ル収集日

「七夕祭り 、星祭...Jの歌にもあるよう
けんさ吻う

に、 7月 7日の夕 、牽牛と織姫が年 1回会
うという永遠のロマンスは、奈良時代のこ
ろ中国からイ云わってきた。しかし、 7月 7
日の行事は、この物語が伝わってくる以前

からあった。 のみのす〈 ね たいまのけはや

「日本書紀」の中に野見宿禰と当麻蹴速

が 相撲をとったのが 7月 7日と書かれてい

るiJ'f， この七夕の日に相撲をとったのが、

日本古 来の 七夕の行事であったようだ。 相

撲の結果でその年の年占いをしていたのだ

ろう 。

7月は 1年の 中元一真中のはじめーとい

うわけで金品の贈答がなされる 。 こ の 「お

中元」という行事も、結局は、商業戦術が

巧み に作 り出 したものだが、現在のように

スピー ド化された時代になると、 1年 に 1
回の顔つなぎでは、人間関係や取引関係の

つながりが切れる。お中元の贈答はその意

味で 『時効中断』の効用をもたらす。 何を

贈るかについては 、 相 手 の 立 場 を 考 え て 選

ぶことが大切であり 、あくま でも分相応の

ものを贈ることだ。相手が公務員であり 、

かつ、その品物の価値が季節の贈答という

範囲を超えるものであれば、名目は「お中

元」 であ って も、増収賄罪は成立するから

くれぐれもご注意願いたい。

また、 7月と いえば、梅雨の後期。 梅雨

時にカピはっきものである 。 梅雨があけた

ら、カピがきた衣類や書物 の 日 干 し も 必 要

である。 しかし、エアコンや除湿機等が普

及し、昔ほどカピに悩まされることは少な

くなってきた。
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直繁
入信

人口・世帯数のうごき

5月末 現在 官官月との比較

9，502人 22人減

人 口 (男 4，486人) (男11人減)

女 5，016人 女 11人減

世帯数 3，594世帯 1世帯増

-10-

印制/(朝岸本印制

平成14年7月1日発行 542号
発行:〒799-3401愛媛県喜多郡長浜町大字長浜甲480番地の3長浜町役場総務課

Tel 0893-52-1111 Fax 0893-52-0637 H P www.town.nagahama.ehime.jp ( iモード対応)


